
震災後の取り組み共有、新たな可能性探る

復興の先へ、東北観光発信 東
北
観
光
応
援
し
ま
す
‼
～
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
～
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム地

域
を
巻
き
込
む
観
光
へ

東北観光推進機構

東北に外客を
統一ロゴ作成

津
波
の
被
災
者
受
け
入
れ

愛
知
・
蒲
郡
の
旅
館
・
ホ
テ
ル

市
と
組
合
支
部
が
協
定
締
結

－－

過
疎
地
域
指
定
と
財
政
破
綻

セ
ブ
ン
銀
の
東
京
メ
ト
ロ
駅
Ａ
Ｔ
Ｍ

４
倍
の

台
に
増
加
外客対応

東北復興
「
旅
行
で
支
援
」４
割

生
協
調
べ
　

旅
行
先
１
位
は
松
島

川瀧弘之氏

震災３年を踏まえ、東北観光を考えるシンポジウム
（９日、東京都内で）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
東
北
観
光
推
進
機
構
は
こ

の
ほ
ど
、
東
北
６
県
と
新
潟

県
へ
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者

の
誘
致
拡
大
を
目
指
し
、
海

外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

活
用
す
る
統
一
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
作
成
し
た
。

　
震
災
を
乗
り
越
え
て
飛
躍

す
る
東
北
を
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

（
不
死
鳥
）の
図
柄
に
託
し
、

「
宝
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る

土
地
」
を
意
味
す
る
「
Ｔ
ｒ

ｅ
ａ
ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
」

と
い
う
造
語
に
東
北
各
地
の

観
光
資
源
の
魅
力
を
象
徴
さ

せ
て
い
る
。

澤田克司氏 日塔マキ氏 白井宏美氏

山口敦史氏池田伸之氏

統一ロゴマーク

　
観
光
庁
や
東
北
６
県
、
東
北
観
光
推
進
機
構
な
ど
が
主
催
す
る
「
東
北
観
光
応
援

し
ま
す
‼
～
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
～
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
９
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
ベ
ル
サ
ー
ル
半
蔵
門
で
開
か
れ
た
。
観
光
に
携
わ
る
多
様
な
関
係
者
の
発
表

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
観
光
を
通
じ
た
復
興
支
援
の
取
り
組
み
を
振
り

返
り
、
復
興
の
先
に
あ
る
東
北
観
光
の
新
た
な
可
能
性
を
探
っ
た
。

　
第
２
部
で
は
、
「
新
し
い

東
北
観
光
の
カ
タ
チ
」
を
テ

ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
復
興
関

係
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る

「
東
北
復
興
新
聞
」
の
発
行

人
、
本
間
勇
輝
氏
を
進
行
役

に
４
人
が
意
見
を
述
べ
た
。

　
被
災
し
な
が
ら
も
再
起
し

水
産
加
工
品
の
製
造
・
販
売

な
ど
を
手
掛
け
る
斉
吉
商
店

（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）
の
専

務
、
斉
藤
和
枝
氏
は
、
魚
市

場
で
朝
食
を
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
、
遠
洋
マ
グ
ロ
漁
船
の
乗

船
体
験
ツ
ア
ー
な
ど
、
水
産

業
な
ど
と
観
光
業
の
連
携
に

取
り
組
み
、
地
域
の
復
興
の

活
力
に
し
て
い
る
。

　
斉
藤
氏
は
「
出
港
す
る
漁

船
を
み
ん
な
で
見
送
る
『
出

船
送
り
』
な
ど
の
活
動
を
続

け
た
こ
と
で
漁
師
と
の
関
係

を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。
地

元
の
産
業
と
観
光
客
の
接
点

と
な
る
ツ
ア
ー
、
両
者
が
混

ざ
り
合
う
場
づ
く
り
を
今
後

も
続
け
た
い
」
と
話
し
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
事
業
本
部
国

内
商
品
事
業
本
部
副
本
部
長

の
平
野
利
晃
氏
は
、
地
域
交

流
型
の
旅
行
商
品
「
地
恵
の

た
び
」
の
復
興
支
援
・
防
災

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
紹

介
し
、
「
旅
行
者
か
ら
は
地

域
と
の
触
れ
合
い
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
地
域
住
民
と
旅

行
会
社
が
手
を
携
え
て
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
。
そ
こ
に

は
地
域
を
愛
す
る
心
と
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
見
る
冷
静
な
視
点

が
必
要
」
と
指
摘
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
鉄
道
事
業
本

部
営
業
部
次
長
の
高
橋
敦
司

氏
は
、
昨
年
運
行
を
開
始
し

た
、
八
戸
線
の
〝
走
る
レ
ス

ト
ラ
ン
〟
列
車
「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
　
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」

を
沿
線
な
ど
か
ら
歓
迎
す
る

地
域
住
民
の
自
発
的
な
活
動

に
触
れ
、
「
観
光
客
が
来
る

こ
と
が
う
れ
し
い
と
い
う
気

持
ち
が
地
域
に
芽
生
え
た
こ

と
が
大
事
。
子
ど
も
た
ち
が

東
北
に
残
り
、
次
世
代
の
東

北
観
光
を
受
け
と
め
ら
れ
よ

う
に
取
り
組
む
」
。

　
人
材
育
成
な
ど
を
任
う
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
・
十
和
田
奥
入
瀬

郷
づ
く
り
大
学
（
青
森
県
十

和
田
市
）の
生
出
隆
雄
氏
は
、

地
元
の
高
校
生
に
ガ
イ
ド
研

修
の
場
を
提
供
す
る
活
動
な

ど
を
説
明
し
、
「
奥
入
瀬
の

世
界
遺
産
登
録
、
十
和
田
湖

周
辺
の
景
観
整
備
な
ど
の
夢

を
持
っ
て
進
み
た
い
。
土
台

と
な
る
人
材
を
育
て
、
地
域

を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
、
観
光

庁
観
光
地
域
振
興
課
の
川
瀧

弘
之
課
長
が
「
震
災
か
ら
３

年
、
さ
ら
に
観
光
に
力
を
入

れ
、
東
北
の
復
興
を
加
速
さ

せ
て
い
く
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
『
東
北
へ
行
こ
う
』

と
い
う
機
運
が
生
ま
れ
る
場

と
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　
第
１
部
で
は
、
震
災
か
ら

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
共
有

し
、
東
北
の
復
興
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
各
地
域
、
各
団
体

の
活
動
が
発
表
さ
れ
た
。

　
岩
手
県
宮
古
市
の
宮
古
観

光
協
会
会
長
の
澤
田
克
司
氏

は
、
語
り
部
が
防
潮
堤
の
上

に
参
加
者
を
案
内
し
て
震
災

に
つ
い
て
解
説
す
る
「
学
ぶ

防
災
」
の
活
動
を
説
明
し
、

「
今
後
は
震
災
遺
構
の
『
た

ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
』
を
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
る
な

ど
、
震
災
と
い
う
負
の
遺
産

を
逆
手
に
取
っ
て
防
災
学
習

を
推
進
し
た
い
」と
語
っ
た
。

　
福
島
県
郡
山
市
出
身
で

「
女
子
の
暮
ら
し
の
研
究

所
」
代
表
を
務
め
る
日
塔
マ

キ
氏
は
、
震
災
を
契
機
に
福

島
の
現
状
を
女
性
の
視
点
か

ら
発
信
す
る
活
動
を
開
始
。

南
相
馬
市
小
高
区
の
旅
行
者

受
け
入
れ
な
ど
に
関
わ
り
、

地
域
住
民
や
旅
行
会
社
と
連

携
し
た
視
察
ツ
ア
ー
も
手
掛

け
る
。
「
福
島
の
未
来
を
考

え
る
仲
間
が
増
え
る
こ
と
を

願
っ
て
今
後
も
ツ
ア
ー
を
続

け
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　
寄
付
を
資
金
に

都
道
府

県
の
大
学
生
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
被
災
地
に
送
り
込

む
活
動
は
、
公
益
社
団
法
人

・
助
け
あ
い
ジ
ャ
パ
ン
が

「
き
っ
か
け
バ
ス

」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
展
開
。
学

生
統
括
リ
ー
ダ
ー
の
白
井
宏

美
氏
（
早
稲
田
大
４
年
）
は

「
社
会
人
の
応
援
で
活
動
す

る
責
任
を
自
覚
し
、
今
後
も

東
北
に
貢
献
す
る
と
同
時

に
、
被
災
地
に
学
ん
だ
教
訓

を
全
国
に
根
づ
か
せ
た
い
」。

　
き
っ
か
け
バ
ス

で
静
岡

県
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
仁

田
直
人
氏
（
静
岡
大
１
年
）

も
マ
イ
ク
を
握
り
、
「
最
初

は
個
人
の
自
転
車
旅
行
で
被

災
地
に
入
っ
た
が
、
こ
れ
で

『
東
北
を
見
た
』
と
言
え
る

の
か
不
安
に
な
っ
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
。
現
地

で
は
学
生
が
東
北
や
日
本
に

つ
い
て
語
り
合
う
姿
に
感
動

し
た
。
東
北
に
行
き
、
学
生

が
変
わ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
観
光
産
業
界
か

ら
は
、
日
本
旅
行
業
協
会
事

務
局
次
長
の
池
田
伸
之
氏
が

東
北
の
観
光
需
要
は
震
災
前

の
水
準
に
戻
っ
て
い
な
い
と

し
て
、沿
岸
部
の
需
要
喚
起
、

冬
季
の
需
要
喚
起
な
ど
に
継

続
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
強

調
。
山
形
県
天
童
市
の
天
童

温
泉
ほ
ほ
え
み
の
宿
滝
の
湯

専
務
の
山
口
敦
史
氏
（
全
国

旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業

組
合
連
合
会
青
年
部
部
長
）

は
、
東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

振
興
に
向
け
、
東
北
の
旅
館

が
連
携
し
て
情
報
発
信
や
受

け
入
れ
整
備
を
進
め
る
構
想

の
推
進
に
意
欲
を
示
し
た
。

　
函
館
市
が
過
疎
地
域
指
定
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
は

す
で
に
国
か
ら
「
中
核
市
」
指

定
を
受
け
て
い
る
道
南
地
域
の

拠
点
都
市
だ
が
、
全
国
の

の

中
核
市
の
中
で
唯
一
「
過
疎
地

域
」
指
定
を
受
け
る
。
過
疎
地

域
は
人
口
の
著
し
い
減
少
に
伴

っ
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
活

力
が
低
下
し
、
生
産
機
能
お
よ

び
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
が
他

の
地
域
に
比
較
し
て
低
位
に
あ

る
地
域
だ
。
国
は
特
別
措
置
法

を
制
定
し
て
過
疎
地
域
に
対
す

る
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
北
海
道
に
は
１
７
９
の
市
町

村
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
う
ち

１
４
９
市
町
村
が
過
疎
地
域
指

定
を
受
け
て
い
る
。
実
に
全
体

の

％
に
及
ん
で
い
る
。
現
在

の
北
海
道
の
人
口
は
約
５
４
４

万
人
で
あ
る
が
、
２
０
３
５
年

に
は
４
２
４
万
人
に
減
少
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
函
館
市

の
人
口
は
現
在

万
人
だ
が
、


年
に
は

万
人
に
減
少
。
全

道
で
一
番
人
口
が
少
な
い
音
威

子
府
村
は

年
９
９
５
人
か
ら


年
２
４
１
人
に
減
少
。
す
で

に
北
海
道
に
は
数
多
く
の
限
界

集
落
が
存
在
す
る
が
、
今
後
は

「
限
界
町
村
」
が
続
々
と
生
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
夕
張
市
が
財
政
破
綻
し
た
の

は

年
３
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
７
年
前
に
な
る
。
夕

張
地
域
は
石
炭
産
業
が
最
盛
期

の
１
９
６
０
年
に
は
人
口

万

７
千
人
を
記
録
。
と
こ
ろ
が


年
代
以
降
に
炭
鉱
が
次
々
に
閉

鎖
さ
れ
、

年
に
は
全
て
の
炭

鉱
が
閉
山
。

年
か
ら

年
間

に
わ
た
っ
て
君
臨
し
た
中
田
鉄

治
市
長
は
閉
山
が
相
次
ぐ
中

で
、

年
代
に
「
炭
鉱
か
ら
観

光
へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

下
で
積
極
的
に
観
光
開
発
を
行

い
、
財
政
破
綻
を
招
来
し
た
。

現
在
の
夕
張
市
は
人
口
１
万
人

を
切
っ
て
お
り
、
地
域
衰
退
が

著
し
い
。

　
夕
張
市
と
同
様
に
、
芦
別
市

も
大
正
期
か
ら
産
炭
地
と
し
て

隆
盛
化
し
、

年
に
は
人
口
が

７
万
５
千
人
を
記
録
。
と
こ
ろ

が
そ
の
後
閉
山
が
相
次
ぎ
、
人

口
が
急
減
、
現
在
１
万
６
千
人

弱
。
芦
別
市
は

年
に
「
星
の

降
る
里
・
芦
別
」宣
言
を
行
い
、


年
に
は
環
境
庁
が
「
星
空
の

街
」
に
認
定
。

　

年
に
芦
別
開
基
１
０
０
年

記
念
事
業
と
し
て
、
映
画
監
督

の
大
林
宣
彦
氏
を
招
い
て
「
星

の
降
る
里
芦
別
映
画
学
校
」
を

開
校
。
大
林
監
督
は
「
ふ
る
さ

と
孝
行
」
を
提
唱
し
て
お
り
、

故
郷
・
尾
道
だ
け
で
な
く
、
芦

別
映
画
学
校
の
た
め
に
も
尽
力

し
て
い
る
。

　
今
年
５
月
か
ら
芦
別
を
舞
台

に
し
た
映
画
「
野
の
な
な
な
の

か
（
四
十
九
日
）
」
（
大
林
監

督
、
常
盤
貴
子
・
安
達
祐
実
主

演
）
が
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
さ

れ
る
。
「
一
将
功
成
り
て
万
骨

枯
る
」
と
い
う
諺こ

と
わ
ざ

の
よ
う
に

「
首
都
圏
だ
け
が
隆
盛
化
し
て

各
地
方
が
疲
弊
化
す
る
」
の
で

は
な
く
、
衰
退
著
し
い
地
方
を

元
気
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
観

光
立
国
の
使
命
」
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
を

急
い
で
練
る
べ
き
だ
。

（２）第２７４３号 第３種郵便物認可 ２０１４年（平成２６年）３月１５日（土曜日）

　
パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
活
協
同

組
合
連
合
会
（
東
京
都
新
宿

区
）
は
５
日
、
東
北
復
興
支

援
に
関
す
る
意
識
調
査
の
結

果
を
発
表
し
た
。

％
の
人

が
「
旅
行
で
復
興
を
支
援
し

た
い
」
と
答
え
、
訪
れ
た
い

東
北
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ト

ッ
プ
に
松
島
（
宮
城
）
を
挙

げ
た
。（

８
面
に
調
査
結
果
）

　
調
査
は
２
月
９
～

日
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
実
施
。


～

歳
の
男
女
千
人
か
ら

回
答
が
あ
っ
た
。

　
「
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で

復
興
を
支
援
し
て
い
き
た
い

か
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
（
回

答
者
数
６
９
６
人
）
、
最
も

多
か
っ
た
の
は
「
東
北
産
の

食
材
を
食
べ
る
」
で

・
９

％
、次
い
で「
募
金
を
す
る
」

の

・
０
％
、
旅
行
で
の
支

援
は

・
９
％
と
３
位
だ
っ

た
。

　
千
人
に
対
し
て
、
訪
れ
た

い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
挙
げ
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
松
島
が


・
１
％
で
ト
ッ
プ
に
。
以

下
、
蔵
王
温
泉
（
山
形
）
、

中
尊
寺
金
色
堂
（
岩
手
）
、

乳
頭
温
泉
（
秋
田
）
、
あ
ま

ち
ゃ
ん
の
ロ
ケ
地
（
岩
手
・

北
三
陸
）
の
順
。

　
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ル
別
の
ラ

ン
キ
ン
グ
を
見
る
と
、
テ
ー

マ
パ
ー
ク
・
水
族
館
で
は
１

位
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま

（

・
３
％
）
、
２
位
マ
リ

ン
ピ
ア
松
島
水
族
館
（

・

２
％
）
、
３
位
蔵
王
ハ
ー
ト

ラ
ン
ド
（

・
３
％
）
と
な

っ
た
。

　
愛
知
県
蒲
郡
市
は
、
大
規

模
地
震
に
よ
る
大
津
波
か
ら

避
難
し
て
き
た
観
光
客
や
市

民
を
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
受
け

入
れ
て
も
ら
う
た
め
、
県
ホ

テ
ル
・
旅
館
生
活
衛
生
同
業

組
合
蒲
郡
支
部
（
杉
山
和
弘

支
部
長
、

軒
）
と
「
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
ホ
テ
ル

・
旅
館
の
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、

市
役
所
で
７
日
、
稲
葉
正
吉

市
長
と
杉
山
支
部
長
が
調
印

し
た
。
防
災
拠
点
と
し
て
旅

館
・
ホ
テ
ル
を
活
用
す
る
動

き
は
全
国
各
地
に
広
が
っ
て

お
り
、
今
回
の
協
定
締
結
も

そ
の
一
環
と
い
え
る
。

　
今
回
の
協
定
で
は
「
大
規

模
災
害
時
」と
し
て
い
る
が
、

事
実
上
、
大
地
震
時
に
発
生

す
る
大
津
波
へ
の
対
応
に
特

化
し
て
い
る
。
市
観
光
商
工

課
に
よ
る
と
、
津
波
を
想
定

し
て
宿
泊
施
設
の
組
合
全
体

が
協
力
す
る
こ
と
を
定
め
た

協
定
は
同
県
内
で
初
め
て
。

同
支
部
組
合
員
の
う
ち
、
協

力
を
申
し
出
た
４
地
区

軒

が
協
定
の
対
象
で
、
最
大
３

万
８
千
人
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
市
と
同
支
部
は
１
９
９
７

年
、
災
害
時
の
宿
泊
施
設
の

一
時
使
用
に
関
す
る
協
定
を

結
ん
で
い
る
。
そ
の
後
、
東

日
本
大
震
災
の
津
波
で
東
北

地
方
を
中
心
に
多
数
の
死
者

・
行
方
不
明
者
が
出
た
こ
と

を
受
け
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
で
最
大
６
㍍
の
津
波
が

予
想
さ
れ
て
い
る
同
市
は
、

比
較
的
高
台
に
位
置
し
て
い

る
宿
泊
施
設
に
協
力
を
要
請

し
、
今
回
の
協
定
書
調
印
に

つ
な
が
っ
た
。

　
協
定
で
は
、
津
波
か
ら
避

難
し
て
き
た
観
光
客
や
市
民

を
一
時
避
難
場
所
と
し
て
受

け
入
れ
る
ほ
か
、
３
カ
月
を

限
度
に
仮
設
住
宅
入
居
や
居

住
施
設
が
確
保
で
き
る
ま
で

の
間
の
被
災
者
収
容
な
ど
に

つ
い
て
定
め
て
い
る
。

　
セ
ブ
ン
銀
行
は
７
日
、
東

京
メ
ト
ロ
駅
構
内
に
現
金
自

動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
新

た
に

台
設
置
し
、
こ
れ
ま

で
の

台
か
ら
一
気
に
４
倍

の

台
に
増
や
す
と
発
表
し

た
。

　
同
行
は
今
回
の
施
策
に
つ

い
て
、
主
に
訪
日
外
国
人
客

向
け
の
サ
ー
ビ
ス
拡
充
と
位

置
付
け
て
い
る
。
金
融
業
界

で
は
、
３
メ
ガ
バ
ン
ク
も
観

光
庁
の
要
請
に
応
え
、
海
外

発
行
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
日
本
円
を
引
き
出
せ
る
Ａ

Ｔ
Ｍ
の
増
設
を
進
め
て
お

り
、
業
界
全
体
で
訪
日
旅
行

分
野
に
協
力
し
て
い
く
姿
勢

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　
東
京
メ
ト
ロ
駅
の
セ
ブ
ン

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
２
０
０
８

年

月
か
ら
こ
れ
ま
で
に


駅
に

台
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
同
行
は
４
月
ま
で
に
新

た
に
８
路
線
の

駅
に

台

を
設
置
す
る
。

　
こ
の
結
果
、
台
数
は
合
計

で

駅

台
に
な
り
、
東
京

メ
ト
ロ
全
駅
の
約
３
分
の
１

の
駅
で
利
用
で
き
る
こ
と
に

な
る
。

　
同
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
国
内
約

５
９
０
社
の
提
携
金
融
機
関

の
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
ほ

か
、
海
外
で
発
行
さ
れ
た
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
日
本
円
を
引

き
出
す
こ
と
も
可
能
。
地
下

鉄
を
利
用
し
て
東
京
観
光
を

す
る
訪
日
外
国
人
客
の
利
便

性
が
格
段
に
向
上
す
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。

　
同
行
は
今
回
の
施
策
に
つ

い
て
「
海
外
か
ら
の
お
客
さ

ま
へ
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
日
本
円
を
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

し
、
政
府
が
推
進
す
る
ビ
ジ

ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
貢
献
し
て
い
く
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　
東
京
メ
ト
ロ
で
も
、
外
国

語
表
記
の
案
内
板
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
拡
充
す
る
な
ど
、

訪
日
外
国
人
客
向
け
の
施
策

を
強
化
し
て
い
る
。


